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県教委が実施する宮崎県公立小・中・義務教育学校初期研修は、現職研修の一環として、２年間の研修を実施し、
実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させることを目的としています。
その初期研修を円滑かつ効果的に実施するために、初期研修実施校連絡協議会（以下、「連絡協議会」という）

を年２回、教育事務所ごとに開催することとなっています。第１回については、４月１４日（指導教員の先生方向け）、
４月２６日（初期研修者配置校の校長先生向け）に実施をしました。
今回のリポートでは、第２回連絡協議会についての内容と参加された先生方の感想を紹介します。

第２回北部教育事務所管内初期研修実施校連絡協議会開催！

北部教育事務所だより ワ ン ーチ ム
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【講義の様子】

【グループ協議の様子】

【協議で使用したロードマップ】

第２回連絡協議会は、令和５年８月２日水曜日に大王谷コミュニティセ
ンターにて行いました。
当日は、小・中・義務教育学校の担当者が集まり、「初期研修者をサ

ポートするために」をメインテーマにして研修を行いました。
前半は「メンタルダウンの未然防止」と題して、県教育庁財務福利課よ

り講師をお招きし、講義をして頂きました。

～参加者の感想～

○早期発見の大切さやセルフケアの仕方について学ぶことができ、
初期研修者に伝えるとともに日頃の様子からすぐに気付けるよう
にアンテナを高くしたいと思いました。まずはそうならないよう
に、良い雰囲気、よい関係づくりをしていきたいです。

～参加者の感想～

○ストレスチェックや声かけなどをすることが、とても大切なのだということを学びました。夏休み以降
の初期研修の中で、先生方へしっかりと伝えていきたいと思います。私自身も、今日学んだことを忘れず
に、日々を過ごせていけるといいなと思います。

後半は、「初期研修者の育成の見通し」というテーマをもとにグループでの協議を行いました。グループによっては
学校種も違っていましたが、違っているからこその気付きもあったようでした。初期研担当者のもつ「ゴールイメージ」
と初期研修者それぞれの現状から見えてくる「課題」。この２つを明確にすることで見える「ギャップ」を埋めるために、
どのような研修がより効果的かという視点で情報を共有し、ロードマップを作成しました。
今後、それぞれの学校においてメンターチームでの意見交換を実施していただければと思います。

【グループ協議の様子】

～参加者の感想～

○同じ立場の先生方とたくさん情報共有できたことはとても良かった。初期研修者が研修を通して１つでも２つでも
成長できるようにサポートしていきたいと思いました。
○初めての初期研指導なので、同じグループの先生方にたくさんアドバイスをいただきありがたかった。初期研修者
とゴールイメージを共有し、今後の初期研修の在り方を考えていきたい。
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